



































































































翻訳「M. マイヤーズ：C. H. ダグラスと信用の社会化」（上）『自由経済研究』第３１号 ２００８年１月
翻訳「ゼンフト：経済理論史におけるゲゼルの『自由地と自由貨幣による自然的経済秩序』」『自由経済研究』
第３２号 ２００８年７月
翻訳 「M. マイヤーズ：C. H. ダグラスと信用の社会化」（下）『自由経済研究』第３２号 ２００８年７月
書評「寺出道雄著『知の前衛たち―近代日本におけるマルクス主義の衝撃』（ミネルヴァ書房）」『日本経済思
想史研究』第９号 ２００９年６月
翻訳「ゲゼルの国家の漸進的解体論」『自由経済研究』第３５号 ２０１０年６月
書評「黒滝正昭著『私の社会思想史―マルクス、ゴットシャルヒ、宇野弘蔵等との学問的対話―』（成文社）」
『社会思想史研究』第３４号 ２０１０年９月
書評「小林純著『ヴェーバー経済社会学への接近』（日本経済評論社）」『社会経済史学』第７６巻 第２号 ２０１１
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年２月
翻訳「ゲゼル：社会国家に架橋するものとしての貨幣改革（１８９１年）」『自由経済研究』 第３８号 ２０１３年８月
翻訳「ゲゼル：貨幣の国営化―貨幣改革のための続編第二部（１８９２年）」（上）『専修経済学論集』第１１６号 ２０１３
年１１月
翻訳「ゲゼル：事態の本質―貨幣改革論の続編（１８９１年）」（上）『自由経済研究』第３９号 ２０１４年６月
翻訳「ゲゼル：貨幣の国営化―貨幣改革のための続編第二部（１８９２年）」（下）『専修経済学論集』第１１８号 ２０１４
年７月
翻訳「ゲゼル：事態の本質―貨幣改革論の続編（１８９１年）」（下）『自由経済研究』第４０号 ２０１４年１１月
翻訳「ゲゼル：アルゼンチンの通貨制度―その利点と改善点―（１８９３年）」（上）『自由経済研究』第４１号 ２０１５
年５月
翻訳「ゲゼル：アルゼンチンの通貨制度―その利点と改善点―（１８９３年）」（下）『自由経済研究』第４２号 ２０１５
年１０月
翻訳「ゲゼル：斬新的に解体された国家（１９２７年）」（上）『自由経済研究』第４３号 ２０１６年６月
翻訳「バルチュ：シルビオ・ゲゼル派の NOW運動史（１９９４年）」『自由経済研究』第４３号 ２０１６年６月
翻訳「ゲゼル：斬新的に解体された国家（１９２７年）」（中）『自由経済研究』第４４号 ２０１６年１１月
研究ノート「新しいマルクス経済学の教科書プラン」（吉田雅明との共著）専修大学社会科学研究所『社会科
学年報』第５１号 ２０１７年３月
翻訳「ゲゼル：斬新的に解体された国家」（下）『自由経済研究』第４５号 ２０１７年６月
【学会発表】
経済学史学会の共通論題の発表「カウツキー帝国主義論の展開過程」１９７３年１１月
経済学史学会の自由論題の発表「カウツキーの経済政策思想」１９８５年１１月
経済学史学会の自由論題の発表「ドイツ・マルクス主義派の「国民経済」観」１９８９年１１月
経済学史学会の自由論題の発表「「忘れられていた」もうひとつの経済学―シルビオ・ゲゼルの急進的な草の
根自由主義の経済理論」２００２年１０月
社会思想史学会の自由論題の報告「ゲゼルとアナーキズム思想―経済改革論と「国家の漸進的解体」論との関
連を中心に―」２００８年６月
【学会活動】
１９７２年―現在 経済史学会会員
１９８４年―現在 土地制度史学会会員
１９９４年―現在 社会思想史学会会員
１９９８年―現在 経済理論学会会員
１９８６年―現在 ドイツ資本主義研究会会員（幹事）
１９８８年―現在 ポスト・マルクス主義研究会会員（事務局幹事）
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